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―
菌進日

りっとう

立冬

盈14片反

球
斑竃δ

っ
た
バ
ー
ブ
ル
に
至
る
ま
で
、

東
西
と
南
北
か
ら
、
異
な
る
政

治
力
学
が
こ
の
壮
大
な
四
辺
形

国
民
を
見
捨
て
た

「
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン

。
イ

ス
ラ
ム
共

和

国
」
と
は
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
を
名
乗

っ
て
は
い
て
も
、
国
家
機
構
が

確
立
し
て
い
る
隣
の
イ
ラ
ン
や

パ
キ
ス
タ
ン
と
は
違
い
〈
瞬
時

と
汚
職
も
底
な
し
だ

つ
た
。
ガ

ニ
氏
が
日
常
的
に
依
存
し
た
泉

力
は
、
欧
米
の
武
装
警
備
会
社

な
ど
か
ら
集
め
た
約
２
‐万
人
の

治
安
組
持
要
員
で
↑
ブ
ニ
氏
ら

が
刑
耐
朗
講
縦
け
融
鵬
蜘
″
″

て
し
ま

っ
た
。
・
　

　

　

一

２
０
０
１
年
か
ら
の
２０
年

間
Λ
米
国
は
ア
フ
ガ
ン
で
３
０

０
０
億
プ
の
馘
費
を
支
出
し
、

同
国
軍
の
訓
練
に
は
８
５
０
億

が
を
費
や
し
て
き
た
「
し
か
し
、

肝
心
の
ア
フ
ガ
ン
兵
た
ち
は
〔

自
分
た
ち
の
守
る
国
家

ｉ
国
民

の
意
味
を
認
識
し
て
い
た
と
は

い
え
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
に
住
む

四
つ
の
大
き
な
民
族
集
団
、
パ

シ
ユ
ト
ン
シ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
タ

ジ
ク
、
ハ
ザ
ラ
が
政
治
上
の
国

家
意
識
を
共
有
す
る
試
み
は
、

絶
え
ず
挫
折
し
て
き
た
。
あ
る

民
族
の
兵
士
が
多
い
部
隊
は
、

他
民
族
の
地
域
や
地
縁
の
な
い

場
所

ヽ
の
出
動
を
露
骨
に
拒
否

し
た
。
こ
れ
で
は
国
防
軍
と
し

て
の

一
体
性
を
形
成

で
き
る
は

ず
も
な
い
。　
　
　
ヽ
　

　

一

さ
ら
に
、
各
民
族
は
外
部
と

の
宿
縁
を
持

つ
。
パ
シ

ュ、ト
ゥ

ン
人
は
同
胞
の
住
ｂ
パ
キ
ス
タ

ン
と
の
関
係
が
強
く
、
ウ
ズ
ベ

ク
人
と
タ
ジ
ク
人
は
同
名
の
共

和
国
が
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
ヘ
の

親
近
性
を
有
し
、
シ
ー
ダ
派
の

ハ
ザ
ラ
人
は
普
段
か
ら
イ
ラ
ン

の
廠
静
を
求
め
る
ｏ
　
ィ
．

こ
う
し
て
ア
フ
ガ
ン
の
政
治

力
学
に
は
、
常
に
イ
ラ
ン
な
ど

中
東
の
利
害
、
中
央
ア
ジ
ア
を

越
え
て
及
ぶ
ロ
シ
ア
の
圧
力
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
敵
性
国
家
イ
ン

ド
の
野
心
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
を

東
西
に
貫
く
ワ
ハ
ン
回
廊
で
接

壌
す
る
中
国

（
新
彊
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
）
の
安
全
保
障
が
絡
ん

で
く
る
。

・
ま
さ
に
、

「
地
政
学

的
重
要
性
」
と
い
う
平
凡
な
表

現
が
本
来
の
迪
力
を
取
り
戻
す

場
所
こ
そ
〈
ア
フ
ガ
ン
だ
と
言

つ
て
よ
い
０
　
　
　
一　
　
ヽ

こ
の
地
域
か
ら
米
国
と
北
大

西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

が
手
を
引
け
ば
、
政
治
的
真
空

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
利
害

が
交
錯
す
る
不
安
定
な
十
字
路

が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

誰
が
こ
の
無
秩
序
を
回
復
し
、

中
東
、
南
ア
ジ
ァ
、
中
央
ア
ジ

ア
、
中
国
に
ま
た
が
る
要
衝
を

「安
定
の
四
辺
形
」
へ
変
容
さ

せ
る
が
と
ぃ
ぅ
こ
と
だ
。
、し

か

し
、
こ
の
課
題
が
た
や
す
く
な

い
こ
と
は
、
古
代
か
ら
の
歴
史

が
示
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

∧
２
面
に
続
く
∨

ヽ群

鞘４
の
中
酎
に
▼
朧
粛
鰹
囃
に
消
滅
し
た
。
軍
本
体
の
腐
敗

と
い
う
一言
葉
が
あ
る
ゃ
お
じ
け

づ
い
た
軍
隊
が
、
風
の
音
や
鶴

の
鳴
き
声
に
驚
き
騒
い
で
敗
走

す
る
こ
と
だ
コ
・今
年
８
月
、
米

軍
撤
通
の
決
定
後
に
起
き
た
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
国
軍

の
壊
滅

は
へ
世
界
史
で
も
有
数
の
風
芦

鶴
嘆
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
．

首
都
カ
プ
ト
ル
に
迪
っ
た
イ

ス
ラ
ム
主
義
勢
カ
タ
リ
バ
ン
の

前
に
、
ガ

ニ
大
統
領
が
国
外
に

遇
惑
し
て

，
議

ヶ
た
わ薙

・
　

一
　

山
内
昌
之
氏
　
１
９
４
７
年
、

１

　

に
抵
抗
し
て
自
己
防
衛
す
る
発

′
　

想
が
な
か

っ
た
こ
と
だ
「
中
束

一
ゴ
ヮ
硼
鮮
畔
騨
程
鎌
蹴
脚
融

購
酬
滞
″
ぶ
引
鋤
律
彿
矧
卜
期

脅
が
さ
れ
て
き
た
地
域
も
少
な

一人
口
の
紳
８
割
を
占
め
る
と
万

い
。
古
代
０
ァ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

８
０
０
ュ
以
上
つ
州
落
は
現
実

ス
太
王
か
ら
ム
ガ
ル
帝
園
を
創

秩
序
失
．‥った
地
政
学
的
要
衝

アフがエスタン

安
定

本
も
関
係
を

女
子
教
育
も
広
く
行
わ
れ
た
。
　

争
要
因
と
し
て
強
ま
る
と
、

ア

れ
ぃ

２０ し―
韓
腱
芽
鵜
磯
醇
搬
瑞
絆

・
を
．
フ

爾
沙
都

こ
‐
新

れ
耐
郡
鞍
暁

‥ 要
姻
”

夕
，

バ
ツ
復
帰
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
か
ら
中
東
、

ユ
ー

い
つ
も
働
い
て
き
た
。

と
誰
か
し
支
配
さ
れ
た
こ
と
が

性
の
荒
い
）
ラ
ク
ダ
よ
り
も
強

を
ｂ
き
出
し
に
す
れ
ば
（
か
え

一　
第
２
次
タ
リ
バ
ン
政
権
を
支

シ
ア
に
連
な
る
重
要
な
四
辺
形

‐９
世
紀
以
降
に
な
る
と
Λ
中

な
い
と
い
う
。
他
か
ら
孤
立
し

ぐ
（人
民
を
）
憎
悪
す
べ
き
だ
」

っ
で
支
配
者
へ
の
感
情
を
悪
化

援
す
る
の
は
、
９
月
に
３
■
０
…

を
結
節
す
る
夢
ソ
ハ
Й
の
重
要

央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
亜
大
陸
を

・
な
が
ち
平
和
を
い
つ
も
享
勢
し

と
い
う
言
は
ヾ
疫
れ
た
身
体
や

さ
せ
る
逆
効
果
を
理
解
し
て
い

め
ぐ
っ
て
、
大
英
帝
国
と
ロ
シ

て
き
た
の
だ
¨
過
去
２０
年
を
み

心
を
癒
や
す
庶
民
の
娯
楽
を
禁

な
い
。
そ
れ
だ
け
、
今
の
ア
フ

ア
帝
国
は

「グ
レ
ー
ト

ィ
ゲ
ー

る
と
、
都
市
住
民
で
む
タ
リ
バ

止
す
る
Я
Ｊ
バ
ン
の
お
性
に
も

ガ
ン
は
恐
怖
政
治
の
度
合
い
が

ム

（大
勝
負
）
」
を
繰
り
返
し

ツ
の
支
持
者
は
１
割
強
程
度
だ

通
じ
る
。

強
く
な

っ
て
い
る
の
だ
。

た
。
そ
の
焦
点
は
ま
さ
に
ア
フ

ガ
ン
で
、
莞
露
は
じ
か
に
接
触

つ
た
と
き
れ
る
。
夕
Ｊ
バ
ン
復

ダ
リ
‐バ
ン
０
ハ
ッ
オ
ニ
肉
相
　
一
米
同
時
テ
ロ
を
受
け
た
Ｘ
軍

活
劇
に
ア
フ
ガ
ン
人
が
熱
狂
し

や
苛
烈
な
「働
善
懲
悪
省
」
は
、　
の
武
力
行
使
で
２
０
０
１
年
に

し
な
い
よ
ぅ
に
、
ア
フ
ガ
ン
を

な
い
の
は
当
然
な
の
だ
。

結
婚
式
の
歌
舞
普
曲
や
ホ
テ

一第
１
次
夕

，
バ
ン
政
権
が
崩
壊

両
者
間
の
緩
衝
国
と
し
た
。

そ
の
夕
弘
バ
ン
は
厳
格
な
イ

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
車
で
つ
普

し
た
後
、

，国
際
社
会
は
民
主
化

他
方
〔
厄
介
な
の
は
、

一
般

ス
ラ
ム
主
義
に
基
づ
く
社
会
統

楽
を
禁
上
し
た
だ
け
で
な
く
、

支
播
に
着
手
、
日
本
政
府
む
０２

・
ス

ラ
ム
国
」
の
分
派
が
新
彊
ウ

の
ア
フ
ガ
ン
国
民
に
タ
リ
バ
ン

制
を
復
活
さ
せ
、
国
際
社
会
の

写
真
の
掲
示
や
＾
ハ
ト
や
小
鳥

４
■
月
に
ァ
フ
ガ
ニ
ス
タ
ツ
復

イ
グ
ル
自
治
区
に
入
る
こ
と
を

靱

麹

観

・・ 韓
郷
錘

郊

嘲

た
際
誡
砂
識
鰈
執
い
寧
争

と
見

鍬
一
解
鶴
孵
齢
堪
弔
堪
堪
剌
酵

な
け
た
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の

主
主
義
が
認
め
ら
れ
て
い
な

宰
相
プ
ズ
ル
ジ
ュ
ム
ヒ
ル
は
、一　
お
。
し
か
し
、
ハ
ッ
労
二
氏
ら

人
び
と
の
生
き
る
糧
ゃ
楽
し
み

は
、
か
っ
て
の
ブ
ズ
ル
ジ
ュ
ム

能
爾
既
輔
朗
産ど

効
鑑
舞
儡
斃
柳

ム
ヒ
ル
の
「五
者
た
る
者
は
（気

よ
う
に
、
い
つ
も
人
眠
に
憎
悪

興
支
援

，国
際
会
議
（東
京
陰
議
）

懸
念
し
て
い
る
。
　
　
、

を
主
催
し
た
ｏ
３
月
（
私
は
「政

　

タ
リ
バ
ン
は
中
国
へ
の
利
権

府
総
理
宮
郵
復
興
支
援
調
査
合

供
与
ピ
消
題
的
で
は
な
い
。

同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

一
員
と
し

だ
、
中
回
の
債
務
国
と
な
る
磨

て
、
ア
フ
ガ
ン
を
訪
れ
た
。
そ

険
に
無
頓
着
な
の
だ
ろ
う
。
切

０
時
に
は
ま
だ
希
望
と
展
望
も

り
札
と
し
て…
、
東
ト
ル
キ
ス
タ

か
け
、
帰
国
衡
に
難
民

。
再
定

シ

。
ィ
ス
ラ
ム
運
動
の
よ
う
な

住
ら
支
怪
草
女
性
附
題
ゅ
解
決

タ
イ
グ
ル
民
族
運
動
を
ア
ア
ガ

な
ど
重
点
項
目
を
提
言
し
た
も

ン
領
内
で
制
創
す
る
可
能
性
も
一

の
だ
。事
安
、ア
フ
ォ
ン
で
は
そ

あ
る
が
〔
い
ず
れ
に
せ
よ
、
・新

の
後
、選
挙
で
政
府
が
成
立
し
、
彊
ウ
千
グ
ル
問
題
が
新
た
な
船

軒

報

蠣

鰈

孵
翻
輔
醐
為

蕩

収

掲

鯉

勲
綬
即

の
担
い
は
〈
レ
ア
ア
ー
ス
や
ウ

復
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

ラ
ン
、
チ
チ
ウ
ム
な
か
豊
富
な

ウ
イ
グ
ル
民
族
の
自
治
権
尊
重

繋
た‐理琉糠
章麗
畔鞘
．締
解
鰺
辮
餘
鶴

サ
ン
嘩
な
ご
週
激
派
組
織
「
イ

に
も
通
じ
る
だ
ち
う
。，
　

．
．

英
文
は
金
曜
日
の
ジ
ャ
パ
ン

。

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
予
抱
で
す


